
 

 

ごもくやさん活動記２０２４ 

上村哲三・中田一真（ごもくやさん） 

 

ごもくやさんは 2010年に発足し、兵庫県三田市・中央公園を中心に里山管理に取り組むボランティ

アグループである。 

2024年は中央公園他での除間伐作業や自然観察会等の環境学習活動に取り組んだ。また、ササユリ

の保護活動、自動カメラによる哺乳類・鳥類等の定点観察も継続している。今回はこれらの取組につ

いて報告する。 

 

１.中央公園・除間伐作業 

 夏季（7～9月）および悪天の日を除き、毎月第一水曜、第二土曜、第三水曜の午前中に計 23回の除

間伐作業を実施した（写真 1～3）。 

   

写真１ ナラ枯れ伐採 写真２ 運搬作業 写真３ 刈払い作業 

 

２.中央公園・けやき台小学校３年生 環境学習対応 

 毎年 6月、11月の年２回、けやき台小学校３年生の環境学習で、ササユリの保護増殖活動を体験し

てもらっている（写真 4～6）。 

・６月７日 ササユリの観察、生き物スライドショー、質疑応答 

・11月 25日 下草刈り作業、種まき、生き物スライドショー、質疑応答 

このほか一般向けのササユリ鑑賞会を 6月 6、8日、自然観察会を 1月 28日、7月 28日に開催した。  

   

写真４ ササユリの花の観察 写真５ 下草狩り作業 写真６ 種まき作業 

 

３.祥雲館高校科学部生物班との共同作業 

 祥雲館高校校庭裏の林で雑木・竹林除間伐整備の共同作業を実施した（写真 7～9）。 

・3月 2日 シイタケの榾木づくり・菌打ち 

・12月 21日 雑木林、竹林整備 

 

 

 



 

 

   

写真７ シイタケ菌打ち 写真８ 除間伐作業 写真９ 記念写真 

 

 

４.中央公園・ササユリ保護活動 

 2010年の活動開始以来、ほぼ右肩上がりに増加していたササユリの開花株数が、2022年の 420株を

ピークに減少を続けている（図 1）。そして昨夏、140個以上の球根盗掘が発覚した（写真 10～12）。

犯人は未だ特定されていない。 

 

   

写真 10 ササユリの花 写真11 盗掘痕（その１） 写真12 盗掘痕（その２） 

 



 

 

５.自動カメラによる定点観察 

 中央公園内に設置した 10台の自動カメラにより、2024年は哺乳類 10種、鳥類 36種、両生類 1 

種、爬虫類 4種が記録された（図２）。希少種のミゾゴイは成鳥（写真 13）、幼鳥とも記録された 

他、中央公園では９年ぶりとなるノウサギが記録された（写真 14）。 

 

  

  

写真 13 日光浴するミゾゴイ 写真14 ９年ぶりに登場したノウサギ 

 

おわりに 

 2024年、継続した除間伐作業や保護活動によるササユリ復活を嘲笑うような大量盗掘。その深い悲

しみの中、９年ぶりに登場してくれたのはノウサギだった。 

「我々の活動に生き物たちはちゃんと応えてくれる。」 

そう信じて、発足 15年を迎える 2025年も、地道な取組を続けてゆく所存である。 

 



 

 

 

中央公園のなかまたち 2024年 1月～12月 撮影：中田一真 


